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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対総合研究事業） 

令和 6年度 分担研究報告書 

 

「高齢フレイル患者コホートにおけるフレイル関連指標の抽出に向けた研究」 

 

研究分担者 小川純人 東京大学医学部附属病院 老年病科 教授 

研究要旨：高齢入院患者を中心としたリクルートを実施し、対象者に対して性ホルモン等の液

性因子、体組成、骨格筋量、筋力、栄養評価、高齢者総合機能評価をはじめとする各種測定を実

施し、フレイルやサルコペニアの関連要因およびその性差等について解析を進めている。 

 

Ａ．研究目的 

高齢入院患者コホートにおけるフレイルや

サルコペニアの関連要因の解明を目指して、

入院高齢者に対して性ホルモンをはじめと

する液性因子、体組成、骨格筋量、筋力、栄

養調査、高齢者総合機能評価等の測定、評価

を実施し、入院高齢者におけるフレイル、サ

ルコペニアのリスク因子を解明する。 

 

Ｂ．研究方法 

東京大学医学部老年病科に予定入院した患

者を対象とし、年齢、性別、身長、体重、SMI 

(skeletal muscle index)、握力、歩行速度、下

腿周囲長、Barthel index, Lawton IADL, HDS-

R, MMSE, GDS, vitality index, 基本チェック

リスト、J-CHS によるフレイル等の評価を

行い、あわせて血液検査（Alb, preAlb, T-chol, 

Hb, SHBG, DHEA, 総テストステロン(TT), 

Zn, 遊離テストステロン（FT）, IL-6, エス

トロゲン（E2）, 25(OH)D, IGF-Ⅰ）も実施す

る。  

Ｃ．研究結果 

対象者の主な入院目的は、 

・認知機能低下(認知症または軽度認知障

害)の精査 

・他の身体症状(体重減少、ふらつき、胸部

症状など) 

・疾患（糖尿病など）のコントロール 

等であり、緊急入院や急性期疾患等が除外

した。フレイル・サルコペニアの両方の有無

を評価できた対象者において、フレイルと

サルコペニアの関連性が男女共に示唆され

る結果が得られてきている。現在も入院高

齢者におけるフレイル、サルコペニアのリ

スク因子について解析を進めている。 

 

Ｄ．考察 

現段階では、高齢フレイル患者コホートを

継続的に集めている段階であり、今後身体

的フレイル、精神的・心理的フレイルやサル

コペニアなどから成るフレイルのデータベ

ース構築を目指していきたい。その上で、こ

うしたコホートを活用することにより、高

齢者の身体機能低下の評価や身体機能低下

のリスク要因について、各種測定指標や高

齢者総合機能評価（CGA）項目等との関連

性も検討しながら次年度以降明らかにして

いきたい。 
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Ｅ．結論 

これまでに高齢フレイル患者コホートの構

築を目指してきており、フレイル・サルコペ

ニアの両方の有無を評価できた対象者にお

いて、フレイルとサルコペニアの関連性が

男女共に示唆される結果が得られてきてい

る。今後、身体的フレイル、精神的・心理的

フレイル、サルコペニアなどから成るフレ

イル関連項目と高齢者総合機能評価（CGA）

項目、各種測定指標等との関連性について

更なる解明を進めていく予定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

該当なし 
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